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研究成果の概要（和文）：傘下に多くの先端的な研究機関を集めることで，一国の研究活動全般

の展開に圧倒的な影響力を発揮する，他の国にはない特有の組織となったソ連邦科学アカデミ

ーは，独ソ戦開戦とともに，史上類例を見ない規模で疎開を実施する．本研究では，自然科学

系・工学系の研究所を対象に疎開と戦時研究の実態を調査し，戦時における総体としての科学

アカデミーの規模の拡大，科学者のソヴィエト社会における影響力の拡大と，その裏面におけ

る，研究所，研究分野による処遇，研究環境，生活条件の著しい差異を明らかにした． 
 
研究成果の概要（英文）：Many advanced research institutes being affiliated with, the USSR 
Academy of the Sciences was a unique organization mostly influential in the entire 
development of scientific activities in the whole country. As the German troops rushed into 
the Soviet territory, the institutes of the Academy were evacuated to Kazan and other cities 
in an unparalleled scale in the history. Shedding a new light on the evacuation processes 
and the wartime research carried out by the institutes in natural and engineering sciences, 
this study clarifies the enlargement of the organizational scales of the Academy in 
general and the rise of authority of the scientists in the Soviet society, at the same time, the 
huge variety as for the impacts of the evacuation; the research circumstances and the living 
conditions among the institutes.  
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１．研究開始当初の背景 

ソ連邦科学アカデミーは傘下に多くの先
端的な学術研究機関を集めることで，一国の



研究活動全般の展開に圧倒的な影響力を発

揮する，他の国にはない特有の組織となった．  

(1)戦時下の科学アカデミーについては，旧ソ

連邦時代には，戦時下における科学者の活動

がいかに対独戦勝利に貢献したか，という見

地から顕彰目的の歴史叙述が行われてきた．  

(2)ソ連邦解体以降の新しい資料的条件のも

とで，第２次世界大戦期のソ連邦の科学者の

行動に大きな意味を見いだそうとしたのが

N.クメンツォフである．クレメンツォフは，

戦争がソヴィエト社会にもたらした 2つの重

大な変化として，党=国家官僚集団の自信喪

失とそれに反比例するかたちでの国民生活

のさまざまな分野における“専門家”の権威

の回復・上昇，大々的に繰り広げられた戦時

入党キャンペーン=新規入党者の激増による

党員構成の大幅な変化がもたらした党のイ

デオロギー的一体性のほころび，を挙げ，科

学の諸分野でも“専門家の権威上昇”が進行

し，かれらはその自律性を高めると同時に，

ソヴィエト権力との一種の“共生”関係に入

っていった，としている．  

 

２．研究の目的 

しかし，このような地位上昇は例外なくあ

らゆる科学の分野にまで及んだであろうか．

クレメンツォフもその他の研究も，多くが，

戦時下のソヴィエト科学者をめぐる特徴的

な事例を挙げることでこうした結論を導出

しているが，戦争の影響はあらゆる科学者集

団，具体的には科学アカデミー傘下の研究機

関に一様に現われたのであろうか．クレメン

ツォフらが挙げた事例に漏れたものも含め，

科学アカデミー傘下研究機関への戦争の影

響について包括的な調査が必要であろう． 

本研究では，こうした視点に立って，科学

アカデミー傘下の自然科学系・工学系研究機

関の戦時疎開の様子，戦時研究の動向を研究

所ごとに網羅的に明らかにすることを研究

目的とした．ソ連邦科学アカデミーは独ソ開

戦時，計 47 の研究所を擁していたが，この

なかには，本研究の対象とならない，人文・

社会科学系の研究所も多く含まれている．研

究代表者がモスクワのロシア科学アカデミ

ー文書館のリストで確認したところ，第２次

世界大戦期にすでに存在していた自然科

学・工学系研究所は 31 カ所である．6研究所

については資料的制約などから調査できな

かったものの，筆者が調査しえた 25 研究所

は自然科学・工学系研究所の大多数にあたる． 

 

３．研究の方法 

本研究は，文献（書籍，論文，その他の図

書資料），および文書記録類（公文書，ドキ

ュメント，データ等）を資料として，それら

を読むことを通じて史実を再構成する，いわ

ゆる文献実証の方法を採用する．その内容は，

おもに，文書記録類の閲覧・摘記と文献の収

集・分析である．本研究では，計 5回（他の

資金によるものもあわせると，7 回）にわた

り，モスクワ，サンクト=ペテルブルク，カ

ザンに出張し（このほか，他の資金でエカチ

ェリンブルクにも出張した），ロシア科学ア

カデミー文書館などで資料調査に従事し，こ

うして収集した資料にもとづいて正確に史

実を明らかにすることに努めた． 

 
４．研究成果 

本研究によって明らかとなった点は以下

のとおりである． 

(1)空前の規模で実施されたこの疎開のなか

で，多くの研究機関ではその研究態勢に大き

な変更がもたらされた．研究機関の戦時疎開

は，利用可能な研究手段の性格に左右される

ことの大きい実験的研究を中心に，少なくと

も客観的には，戦時研究へ研究者を動員する

大きな槓杆となった．第 2次世界大戦中にソ



連邦の科学者によってなされた戦時研究の

努力は，対独戦勝利のひとつの要因として広

くソヴィエト社会に認められ，科学者とその

集権的な自治的制度である科学アカデミー

は戦争を通じてソヴィエト社会における自

らの地位を向上させるにいたったことは間

違いない． 

(2)しかし，同時に指摘しておきたいのは，

研究所によって，戦時疎開の作用には大きな

差があるということである．物理問題研究所

を典型として，戦争終結が近づいた段階で，

さっさと戦前の課題にもどろうとする研究

所もあったが，なかには，核開発研究に深く

取り込まれ，多くの研究員をモスクワその他

に配置させることとなったレニングラード

物理工学研究所，ラジウム研究所，および，

レニングラードではなく，モスクワに“帰還”

した化学物理学研究所など，その陣容の点で

も不可逆の変容を経験した研究所もあった． 

(3)より重要なのは，疎開の態様によっては

辛酸をなめた研究所も少なくなかったとい

う事実であろう．“封鎖”下のレニングラー

ドから疎開を実施した研究所のなかには，そ

の研究員の生命をも多数失うなど，悲惨な経

験をしたところが多い．こうした研究所のな

かには，生理学研究所のように戦時研究に挺

身し，結果としてその規模を拡大したところ

もあるが，多くがその研究機能を充全には発

揮できなかったものと考えられる．また，中

央アジアに疎開した研究機関は疎開先では

その研究機能をほとんど発揮しえなかった

と思われる． 

(4)本研究で明らかとなった戦時疎開の影響

の研究所間における差異が，戦後におけるさ

まざまな分野にわたる科学者集団間の力関

係，競争関係などに影響を与えたことは容易

に予想されるであろう．クレメンツォフが指

摘する権力と科学者との間の全体としての

“共生”関係のなかでも，もうひとつのディ

メンションとして，こうした分野間の戦時に

おける処遇，研究環境や生活条件の違いから

派生する，科学者集団間の力関係や競争の諸

問題を措定することはできないであろうか． 

 たとえば，いわゆる狭義の「ルィセンコ事

件」を検討する場合，本研究で明らかになっ

た点，すなわち，彼の研究所（遺伝学研究所）

が規模も小さく，戦時にはほとんど機能せず，

したがって，戦後の論功行賞にあたっても大

きくは評価されなかったであろうことがな

んらかの意味をもってくるのではないであ

ろうか． 

また，研究代表者は，かつて，科学アカデ

ミーとモスクワ国立大学，ふたつの物理学者

集団を対象に，戦時における処遇の違いが，

戦後における両物理学者集団相互間におけ

る軋轢，嫉妬，憎悪の背景となっていったこ

とを指摘したことがあるが，このような対立

は，物理学者以外には見られなかったのであ

ろうか． 

本研究における基本的な発見は，今後戦後

旧ソ連邦の科学史を具体的に検討する場合，

ひとつの重要な方法論的含意となるものと

考えられるのである． 
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